




1部  ◉イントロダクション 17:00~18:20

＊ゲスト紹介 荒井真一、谷川まり、西島一洋、丸山常生、松永康 （敬称略）

＊IPAMIAオーラルヒストリープロジェクトの内容と経緯を説明

  ＊各ゲストアーティストのインタビューと作品動画を紹介

＊製作中の1980~2000年のパフォーマンスアート年表紹介



2014 Happy ABE Regime ! 2000  Happy JAPAN !



2019
Hi/s/tory as a performance 
artist
For LEE Wen 19571009-
20190303

通称「リーウェンに捧ぐ」



旧自宅に置かれた鉄球



《泥の子ジャミラ》近藤誠撮影《夢のパン工場》



インタビュー時の村田さん



インタビュー時に大学院の卒業制作
の写真を説明しているところ



2部 ◉セッショントーク 18:30~20:00

＊当時のイベントについて 「ぴあ展」はみだし部門（1977）、「行為と創造」（1982）、
「檜枝岐パフォーマンスアートフェスティバル」 (1984~1990)、「土湯温泉パフォーマンス」(1984)
「田島パフォーマンスアートフェスティバル」（1991, 1992）
「いわきアートセレブレーション」（1991）、
「NIPAF」 (1993~)、「パフォーマンスと記録」（1997）、MMAC (1990年代半ば～)

＊セッションの形 「赤木電気」、「公民館運動」、「21分連鎖行為芸術祭」、「現場の力」
           「体現集団φアエッタ」

＊クロストーク 19:20～
1.  美術系、ライブ系の壁はあるか、ないか？ クロスオーバーという流行り、舞踏との関係
2.  場所について パフォーマンスアートにとって拠点と言える場所はあっただろうか？
3.  既成のルールに対して、どのようにアプローチしたか？ 社会に対するスタンス、政治性
4.      「パフォーマンス・アート」という言葉について様々な所感
5.  21世紀になって皆さんの方向性はどうなったでしょうか？
6.  今後のパフォーマンスアートの展望は？



1977年「ぴあ展」
＊当時のイベント

ぴあ５周年企画

はみだし部門を村田真氏が企画



浜田剛爾さんについて
＊当時のイベント

1978年～1984年まで？
年に２、３回行われた？

アーティスト：浜田剛爾、安土修三、
小杉武久、鈴木昭男、ステラーク、
風倉匠、島州一など
ワークショップとトークもあった



＊当時のイベント

1977年「ぴあ展」

アーティスト/
田中 泯
花上 直人
中城 まさお
霜田 誠二



1982年「行為と創造 : 現代美術からの啓示」

アーティスト/
ブルース・マクレーン

ダン・グレアム
ジュリオ・パオリーニ
ダニエル・ビュラン

（現代美術からの啓示Ⅱで、ボイスも招聘していたが来なかった
84年に西武美術館が招聘）

企画/南条史生
国際交流基金10周年企画、ラフォーレ飯倉

＊当時のイベント



1984〜1990年「檜枝岐パフォーマンスフェスティバル」
＊当時のイベント

ディレクター/
及川廣信、星野共、大串孝二、
ヒグマ春夫、武井よしみち、
イトーターリ



＊当時のイベント



＊当時のイベント



1984年「土湯温泉パフォーマンス&シンポジウム’84」
＊当時のイベント



谷川まり

霜田誠二

＊当時のイベント



1990〜91年「田島パフォーマンスフェスティバル」
＊当時のイベント

90年企画 / 武井よしみち、星野共 91年 企画 / イトーターリ、星野共



＊当時のイベント



1991年「いわきアートセレブレーション
」

＊当時のイベント

ディレクター /  及川廣信

アーティスト/
丸山常生
浜田剛爾
安土修三・ガリバー
池田一、など

パフォーマンス、展示、
ワークショップ、
シンポジウムも



1993~  「NIPAF」

93年「第１回長野国際パフォーマンス・アート・フェスティバル 」 
95年「第２回日本国際パフォーマンス・アート・フェスティバル 」
96年 丸山常生参加 「東京ーケベック現代美術交流展」 

NIPAFアジア始まる。
98年 西島一洋参加 以降2007まで名古屋NIPAFをコーディネート
       谷川まり参加
99年 荒井真一参加

ディレクター / 霜田誠二

＊当時のイベント



1997年 「パフォーマンスと記録」

＊当時のイベント

登壇者：浜田剛爾
霜田誠二
折元立身

企画 : 松永康
（埼玉県立近代美術館学芸員）



＊当時のイベント

1995年〜  Mixed Media Art Communications

主催：MMAC



1983~「赤木電気」
荒井真一、赤木能里子、三枝由起夫、星野正治、久住卓也

＊セッションの形

1983年「天国注射の昼」東京・日比谷野外音楽堂 



1985年？〜 「公民館運動」
霜田誠ニ、谷川まり 他

＊セッションの形



1985年？〜 「21分間連鎖行為芸術祭」
霜田誠ニ、谷川まり 他

＊セッションの形



1987年~「現場の力」
荒井真一＋サエグサユキオ

＊セッションの形



1988年〜「体現集団φアエッタ」

メンバー：写真左から、関智生、林裕己、西島一洋

＊セッションの形



＊クロストーク ～20:00
1.  美術系、ライブ系の壁はあるか、ないか？ 
       クロスオーバーや越境という思想の流行り、舞踏との関係、行為と身体
2.  場所について

          パフォーマンスアートにとって拠点と言える場所はあっただろうか？

3.  既成のルールに対して、どのようにアプローチしたか？ 

          社会に対するスタンス、政治性、企画の立て方

4.      「パフォーマンス・アート」という言葉について様々な所感

5.  21世紀になって皆さんの方向性はどうなったでしょうか？

6.  今後のパフォーマンスアートの展望、および 期待は？


